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　11
月
27
日
、常
議
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。協
議
に
先

立
ち
、６
月
に
逝
去
さ
れ
た
故 

宮
本
洋
治
氏
へ
の
日
本
商
工

会
議
所
と
当
所
か
ら
の
感
謝

状
授
与
と
、日
本
政
策
金
融
公

庫
総
裁
か
ら
、マ
ル
経
制
度
創

設
50
周
年
を
記
念
し
、商
工
会

議
所
・
商
工
会
等
の
功
労
に
対

し
、感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
っ
た

旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　協
議
事
項
と
し
て
、
10
月

の
新
入
会
員（
別
記
）を
承
認
。

報
告
事
項
で
は
、齋
藤
建
設

業
副
部
会
長
か
ら「
働
き
方

改
革
セ
ミ
ナ
ー
」に
つ
い
て
、

清
水
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
か

ら「
会
員
親
睦
バ
ス
ツ
ア
ー
」

お
よ
び「
第
69
回
永
年
勤
続

優
良
社
員
表
彰
・
第
23
回
も

の
づ
く
り
匠
表
彰
・
第
17
回

優
良
会
員
表
彰
式
」に
つ
い

て
、三
澤
観
光
委
員
長
か
ら

「
新
ふ
る
さ
と
日
立
検
定
」の

施
行
概
要
な
ら
び
に「
ふ
る
さ

と
日
立
検
定
セ
ミ
ナ
ー
」に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

合
同
会
社
R
O
W（
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
）

　水
木
町
2－

5－

11

株
式
会
社
Ｊ
プ
ラ（
人
材
派

遣
業
）

　神
峰
町
4－

23－

1

サ
ニ
ー（
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会

話
教
室
）

　宮
田
町
4－

9－

8－

102

未
来
塾（
学
習
塾
）

　森
山
町
2－

41－

13

11
月
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議
員
会

　12月6日に金融財務業部会会議が行われ、右記のと

おり副部会長が選任されました。この選任は、事業所

の人事異動に伴うもので、任期は令和７年10月31日

までとなっています。

金融財務業部 会で部会長を選任

金融財務業部会　副部会長

株式会社東日本銀行日立支店

支店長

水越　修 氏

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

（別記）（別記）

　11月14日、マル経制度創設50周年を記念し、日本政策金融公庫総裁

（代読：同日立支店長）より、その功労に対し感謝状が当所秋山会頭へ

伝達されました。マル経融資（小規模事業者経営改善資金貸付制度）は、

商工会議所や商工会等で経営指導を受けた小規模事業者を対象に、無

担保・無保証人で、日本政策金融公庫が融資を行う国の制度で、当所

でも多くの会員事業者が活用しています。

マル経制度創設50周年で感謝状
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11月 2 日 経営計画策定のための個別相談会

 創業塾フォローアップセミナー

 （他4日、7・9・14・16日）

 日商簿記３級取得講座

 （他6日、7・9・10・14・16・17日）

11月 7 日 会員親睦バスツアー

 専門相談

11月 8 日 観光委員会

11月10日 無料法律相談

11月14日 マル経50周年記念表彰状授与式

 正副会頭会議

 税制改正等の課題解決環境整備事業 

 セミナー

11月15日 商業部会賑わいフェスプロジェクト会議

11月16日 事業計画策定のための個別相談

11月18日 ふるさと日立検定セミナー（～19日）

 ものづくり探検少年団活動

11月19日 第165回簿記検定試験

11月20日 産業振興対策委員会正副委員長会議

 観光環衛業部会賑わい創出研究グルー 

 プ会議

11月21日 第69回永年勤続優良社員等表彰式

11月22日 観光環衛業部会議員協議会

11月24日 商業部会議員視察研修（～25日）

 経営力向上セミナー（他1日、28日）

11月26日 観光環衛業部会議員視察研修（～27日）

11月27日 常議員会

11月28日 交通運輸業部会視察研修会

　来年１月２７日に本年度2回目のふるさと日立検定の
実施が決まり、地域包括連携事業の一環として１１月
18日、１９日の２日間にわたりヒタチエ別館で、受験対策
セミナーを実施しました。ふるさと日立検定公式テキス
トブック改訂委員による講義は、日立市の文化、歴史、
自然、産業と４つの分野で行われました。試験では、そ
の他に人物や
観光、時事問題
からも出題され
ます。
　現在、検定試
験の申込受付中
で来年１月12日
（金）が締め切り
となっています。

　11月７日会員サービス委員会の主催する会員親睦バ
スツアーが４年ぶりに実施されました。茨城交通のプレ
ミアム観光バス「葵」を利用し、紅葉の会津若松をめぐ
る行程で２８名が参加。会津料理のわっぱ飯の昼食、酒
蔵見学や果物狩り等を楽しみ、リニューアルした鶴ヶ
城を散策し、会
員事業者同志の
親睦・交流が図
られました。

　１１月２８日交通運輸業部会は、今年８月に開業した
LRT（次世代型路面電車システム）・宇都宮ライトライ
ンを視察しました。軌道ルートは、宇都宮駅と芳賀町
にある高根沢工業団地を結ぶもので、開業後は、想
定を超える利用客があり、通勤客だけでなく、観光資
源としての利用も広がっているとのことでした。参加者
は工業団地内ま
で乗り入れてい
る点などの利便
性を実感し、何
が交通機関に
求められている
かを改めて考察
しました。

　当所で８月に実施した創業塾のフォローアップセミ
ナーを、１１月に全５回行いました。オンライン参加者を
合わせ各回１５名前後が受講。創業して10年後に残っ
ている会社は１割といわれる現状の中生き残るために、
原価計算や事業ドメイン・販売計画の重要性、経理や
税務の実務、営
業やSNS広報
等による販路開
拓等について学
びました。実践
的な内容で、参
考になったと参
加者にも好評で
した。

日立商工会議所の動き11月11月

創業に向け、経営の基礎を学ぶ 鶴ヶ城と蔵造りの町並みを堪能

ふるさと日立を再発見ふるさと日立を再発見 宇都宮LRT、路面電車の利便性を視察宇都宮LRT、路面電車の利便性を視察
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　スマホビジネス・デジタル化の実践として、商業部会
の議員が飲食店をPRする 「勝手に日立を食べようキャン
ペーン」を、インスタグラムを活用して試験運用しています。
身近なテーマである 「食」 「食事」をテーマに、日立市の飲食店の魅力を発信。
山縣部会長は 「まずは自分たちで実際に動画を撮影するところから始めた。
人に魅せることを意識して撮影することが難しいが、フォロワーが増えたり動
画の再生回数が増えていくことが楽しみとなっている。少しでも個店の魅力
が伝われば嬉しい」と話しました。

　理美容業、飲食業、旅館業等の614会員（10月末現在）が所属する、観光環衛業部会（松山圭吾部会長）
では、地域の賑わい創出と消費拡大を図るため、ひたちらしさを活かした食の振興と、新たな形の消費
喚起策について２つのグループを組織し事業活動に取り組んでいます。

　日立商工会議所の会員は、業種別に７つの部会に所属します。このページでは、10月末現在で696会員が所
属する商業部会の活動を紹介します。商業部会（山縣敏史部会長）は、今年度地域に根差した経済活動・事業
を推進するために、デジタル化活用を含めた個店魅力向上支援に取り組んでおり、また日常の賑わいづくりに
向けて、地域の特性を活かした研究を進めています。

　ひたちあきんど探検少年団（山縣敏史団長）では、１１月１１日（土）１２日（日）に
開催された、第４５回日立市産業祭に出店しました。今年度は、これまでにパン屋や菓子店、
美容業、銀行業務について学び、この日は、実際の販売体験をする為に出
店しました。出店には食品スーパーマルト（株式会社マルト商事）様の協力
により、自分たちで考えたメニューを商品化してもらいました。当日は４グル
ープに分かれ、それぞれ自分のグループで考えた商品を中心に「まるでさつ
まいもなチュロス」や「パリパリチーズ春巻き」、「クリームとマスカットをぜい
たくに包んだふわふわスポンジケーキ」「カリカリハッシュドポテト」の４品を
販売しました。団員からは「自分たちが考えた商品を美味しいと言っ
てもらえて嬉しかった」「お客さんへの声掛けが楽しかった」と話し、
元気に商品のPRを行っていました。山縣団長からは、「実際にお客
さんに商品を販売して売れた時の喜びを感じてもらいたかった。あき
んど（商人）、商いに少しでも興味を持ってもらい、将来小売業や
サービス業などに携わってもらいたい」と話しました。

　食文化研究グループでは、地元で水揚げされるメヒカリをテーマとして取り
組んでおり、11月27日（月）に愛知県蒲郡商工会議所を訪問しました。蒲郡市は
国内有数のメヒカリの水揚げの産地であり、メヒ
カリを中心とした食育活動や加工食品の開発、
地魚の日制定による啓発活動を行っており、今回、
先進事例を学ぶために視察研修を実施。
　地魚の日発起人笹野氏と、メヒカリ普及協会

黒田氏らと意見交換
をしました。活動の目
的と取組み、今後の
展望などを話し合い
ました。参加者からは
「リーダーが諦めずに
時間を掛けてやり続けていくことが必要」 「地元の魚、食材を皆で買い支
えながら、食材は永遠ではないことを理解し、常に新しいことを追い求め
ることが必要だと感じた」との感想が聞かれ、今後の事業の参考となる良
い機会となりました。

NSによる魅力発信をスタートS

ども達へ商いの魅力を伝える子

年2月に飲食店イベントを企画来

魚活用の成功事例に学ぶ地

　賑わい創出研究グループでは、コロナ禍から続く景気低迷打開
に向け、飲食店の知名度向上と顧客のリピート率を高めながら市
内飲食店を中心とした賑わい創出を図るために「ひたち街バルめぐ
り」を企画、令和６年２月の事業実施に向けて現在準備を進めてい
ます。
　内容は１セットに１，０００円の食事券が３枚付いたプレミアムチ
ケットを２，５００円で販売、参加店舗で１店舗１枚づつ利用しスタン
プを集めて、３店舗回った後応募すると地域特産品などが当たる

仕組み。
　１セットにつき５００円お得となり３店舗回るスタンプラリーで回遊性を
高めて賑わいづくりを図る。松山部会長は「この機会に日立市内の美味
しいものを食べていただき、自分だけの推しのお店を見つけて欲しい」
と話しました。（参加店舗募集中。詳細は新年号にチラシを封入します）▲ホームページ ▲インスタグラム
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を推進するために、デジタル化活用を含めた個店魅力向上支援に取り組んでおり、また日常の賑わいづくりに
向けて、地域の特性を活かした研究を進めています。

　ひたちあきんど探検少年団（山縣敏史団長）では、１１月１１日（土）１２日（日）に
開催された、第４５回日立市産業祭に出店しました。今年度は、これまでにパン屋や菓子店、
美容業、銀行業務について学び、この日は、実際の販売体験をする為に出
店しました。出店には食品スーパーマルト（株式会社マルト商事）様の協力
により、自分たちで考えたメニューを商品化してもらいました。当日は４グル
ープに分かれ、それぞれ自分のグループで考えた商品を中心に「まるでさつ
まいもなチュロス」や「パリパリチーズ春巻き」、「クリームとマスカットをぜい
たくに包んだふわふわスポンジケーキ」「カリカリハッシュドポテト」の４品を
販売しました。団員からは「自分たちが考えた商品を美味しいと言っ
てもらえて嬉しかった」「お客さんへの声掛けが楽しかった」と話し、
元気に商品のPRを行っていました。山縣団長からは、「実際にお客
さんに商品を販売して売れた時の喜びを感じてもらいたかった。あき
んど（商人）、商いに少しでも興味を持ってもらい、将来小売業や
サービス業などに携わってもらいたい」と話しました。

　食文化研究グループでは、地元で水揚げされるメヒカリをテーマとして取り
組んでおり、11月27日（月）に愛知県蒲郡商工会議所を訪問しました。蒲郡市は
国内有数のメヒカリの水揚げの産地であり、メヒ
カリを中心とした食育活動や加工食品の開発、
地魚の日制定による啓発活動を行っており、今回、
先進事例を学ぶために視察研修を実施。
　地魚の日発起人笹野氏と、メヒカリ普及協会

黒田氏らと意見交換
をしました。活動の目
的と取組み、今後の
展望などを話し合い
ました。参加者からは
「リーダーが諦めずに
時間を掛けてやり続けていくことが必要」 「地元の魚、食材を皆で買い支
えながら、食材は永遠ではないことを理解し、常に新しいことを追い求め
ることが必要だと感じた」との感想が聞かれ、今後の事業の参考となる良
い機会となりました。

NSによる魅力発信をスタートS

ども達へ商いの魅力を伝える子

年2月に飲食店イベントを企画来

魚活用の成功事例に学ぶ地

　賑わい創出研究グループでは、コロナ禍から続く景気低迷打開
に向け、飲食店の知名度向上と顧客のリピート率を高めながら市
内飲食店を中心とした賑わい創出を図るために「ひたち街バルめぐ
り」を企画、令和６年２月の事業実施に向けて現在準備を進めてい
ます。
　内容は１セットに１，０００円の食事券が３枚付いたプレミアムチ
ケットを２，５００円で販売、参加店舗で１店舗１枚づつ利用しスタン
プを集めて、３店舗回った後応募すると地域特産品などが当たる

仕組み。
　１セットにつき５００円お得となり３店舗回るスタンプラリーで回遊性を
高めて賑わいづくりを図る。松山部会長は「この機会に日立市内の美味
しいものを食べていただき、自分だけの推しのお店を見つけて欲しい」
と話しました。（参加店舗募集中。詳細は新年号にチラシを封入します）▲ホームページ ▲インスタグラム
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★まずは､お電話くださいね。すぐ体感できる PVC繊維をお持ちし､ 
ご説明させていただきます。 

茨城県日立市大沼町4-10-8 
☎0294-35-7573 

カトー写植内 
加藤 たき子 

携帯 090-8728-3878 
代理店 

※KSB岸部毛織と検索して見て下さいね。 

頭がすっきりして､足の先までポカポカと温かくなり､冷えの悩みに役立つ。 
便利なスマホをはじめ､電化製品と引き換えに電磁波のストレス｡これらから身体を守る為､岩塩と石灰でできた
PVC 繊維の健康キャップ(認知症予防に)､寝具(夏はサラサラ､冬はポカポカ)､レッグウォーマー(足つり予防に)等､頭の
先から足の先まで､さらに火災からも私たちの身体を守るのに役立つ､世界中どこを探してもない製品です。 
赤ちゃん､お父さん､お母さん､おじいちゃん･おばあちゃん､ねこちゃん､ワンちゃん､みんな元気に… 

健康生活提案企業   

（昭和 53 年設立） 
（昭和 14 年創業） 岸部毛織株式会社

株式会社R

会議所インフォメーション会議所インフォメーション TEL 22-0128  FAX 22-0120

　昭和28年10月に施行された商工会議所法に基づき、4月1日現在、

6ヶ月以上、地区内に営業所等を有する商工業者の方で次のいづれか

の事項に該当する方が対象となります。

　①地区内の営業所等で、常時使用する従業員が20人
　　（商業・サービス業に属する事業を営まれている方の場合は5人）以上である方
　②資本金額又は払込済出資総額が300万円以上の方

特定商工業者とは…

　これらの方々は、「商工会議所法」によって、事業の内容を法定台帳にて商工会議所に登録していた

だくことになっています。ご登録いただいた内容を台帳として整備し、商工会議所に寄せられる商取

引の照会や斡旋などの基礎資料として運用いたします。

　法定台帳は、法令で作成するように定められたものであり、法定台帳に関しての所要経費は、毎年
特定商工業者の方々にご負担いただいております。今年度の負担金は、4,000円（消費税課税対象外）
です。

■ 問合せ　総務課 ■

◆特定商工業者法定台帳ご提出と負担金納入のお願い◆

負担金納入のお願い

問
近代に入っても農家にとって副業は欠かせませんでした。大正期において
養蚕業がもっとも盛んな地区はどこでしたか。
（答えは１０ページへ）

① 東小沢村（留・神田・下土木内）　

② 中里村（下深荻・中深荻・東河内・入四間）

③ 日高村（田尻・小木津）

ふるさと日立検定  問題に挑戦！

⑦　第1696号　（毎月20日発行） 令和5年12月20日

第69回 永年勤続優良社員表彰式・第23回 ものづくり匠表彰式・
第17回 優良会員表彰式を開催

　11月21日、当所では、会員事業所から推薦された永年勤続社員41名・ものづくり匠5名（重複あり）
と、優良会員2事業所を表彰しました。
　この表彰は、当所会員サービス委員会が主管となり、会員事業所に永年勤続し、成績優秀で他の
模範となる社員と、開発・特許・販路開拓等の分野で特に功績のあった社員を毎年表彰しているも
のです。
　また、優良会員表彰は、新技術開発や独創的な技術革新、経営手法等が関係省庁や業界団体に
認められ高い評価を得た会員事業所を表彰するもので、今年度は、自社の経営資源や経験値を活か
した新たな事業展開を推進する㈱八千代商事と、鍛接（たんせつ）を扱う鍛冶と革の加工技術を用い
デザイン性の高い一点物の刃物づくりと販売を行うYOKIの２事業所を表彰しました。

被表彰者（順不同・敬称略）
◆勤続40年以上　永年勤続優良社員
　日本商工会議所会頭並びに日立商工会議所会頭連名
　表彰・茨城県知事褒状　
　根本　達哉（株式会社三吉電器）
　峰尾　達也（ロジスティード東日本株式会社）
　小松　雄二（ロジスティード東日本株式会社）
◆勤続35年以上40年未満　同
　日本商工会議所会頭並びに日立商工会議所会頭連名
　表彰・日立市長表彰　
　宇野　博弥（日本放射線エンジニアリング株式会社）
　小野　博史（株式会社レゾナック山崎事業所）
　中三川一也（株式会社レゾナック山崎事業所）
　黒澤　　剛（株式会社レゾナック山崎事業所）
　斎藤　正明（日立グローバルライフソリューションズ株式会社）
　川野　　久（長尾産業株式会社）
　田所　典之（日立地区通運株式会社）
◆勤続30年以上35年未満　同
　日本商工会議所会頭並びに日立商工会議所会頭連名表彰
　篠原　有紀（日立グローバルライフソリューションズ株式会社）
　半田　賢二（日立グローバルライフソリューションズ株式会社）
　川崎　万里（日立グローバルライフソリューションズ株式会社）
　川口　邦弘（株式会社レゾナック　山崎事業所）
　佐藤　真功（株式会社レゾナック　山崎事業所）
　宮澤　繁義（株式会社レゾナック　山崎事業所）　　　  
　今井　直人（株式会社レゾナック　山崎事業所）　  
　堀川　保広（株式会社日立製作所　大みか事業所）
　細田真知子（株式会社日立製作所　大みか事業所）
　武士　直幸（株式会社日立製作所　大みか事業所）
　佐藤　善幸（長尾産業株式会社）
　佐々木洋子（株式会社日立製作所　日立事業所）

　小西　一嘉（日本放射線エンジニアリング株式会社）
　和知　裕子（日之出電機株式会社） 
　小沼　博人（常陽電機工業株式会社）　　　　　  
◆日立商工会議所会頭表彰　勤続10年以上30年未満　同
　日立商工会議所会頭表彰
　谷中　秀昭（ロジスティード東日本流通サービス株式会社）        
　菅納　　隆（ロジスティード東日本流通サービス株式会社）       
　鈴木　正啓（株式会社三吉電器）
　柴沼　和也（日之出電機株式会社）
　木村　允彦（株式会社ユーメック）
　益子　康彦（株式会社マイステック）
　横山　大悟（株式会社新和製作所）
　難波　　敦（砂川産業株式会社）
　石川　暁美（有限会社いすず電機工業所）
　石瀧佐知子（有限会社いすず電機工業所）
　勝村　　真（株式会社茨城製作所）
　関根　康史（株式会社茨城製作所）
　鈴木　　慎（多賀土木株式会社）
　髙島　喜樹（株式会社秋山工務店）
　田谷　春菜（株式会社ヤマモト）　　                            
　関本　幸夫（株式会社小澤鐵工所）
◆日立商工会議所会頭表彰　ものづくり匠
　根本　達哉（株式会社三吉電器）
　鈴木　正啓（株式会社三吉電器）
　大沼　　隆（株式会社茨城製作所）
　関　　　充（株式会社茨城製作所）
　谷中　秀昭（ロジスティード東日本流通サービス株式会社）
◆日立商工会議所会頭表彰　日立商工会議所優良会員
　株式会社八千代商事
　ＹＯＫＩ　椎名　  巧


